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１．目　的
　近年、本県には毎年のように台風が来襲し、特に先般発生した台風16号・17号による被害は甚大なものであった。

　私たちにとって、最も身近と呼べる台風災害に対して、社会福祉協議会はその機能を活かしどのような支援活動ができるのか。

　要援護者に対する支援や関係機関とのネットワークの在り方など、今回の台風で多くの課題が浮き彫りになった中、実際に台風災害に対応した市町村社協の活動実践報告をもとにその課題や成果を整理し、解決方策について考えることで、今後の市町村社協における災害対応マニュアルの作成へとつなげていく。

２．主　催　沖縄県社会福祉協議会（沖縄県ボランティア・市民活動支援センター）
３．期　日　平成24年11月27日（火）10：00～16：00（9：30受付開始）

　　　　　　

４．場　所　沖縄県総合福祉センター　東棟４階 403研修室
５．対　象　市町村社会福祉協議会　事務局長・課長・ボランティア・災害担当職員（3名以内）

　　　　　　※研修の効果を高めるため、各組織から複数の参加をお勧めします。

　　　　　　
６．参加費　一人　￥4,000円

７．申込方法　別紙申込書に記載の上、≪11月16日（金）≫までにお申込み下さい。
　　　　　　　申込み後、速やかに下記の講座への振込みをお願いいたします。振込手数料につきまし
　　　　　　　ては、参加者負担となります。当日の入金は受付けておりませんのでご了承ください。
　　　　　　　なお、領収書の発行は予定しておりません。必要な場合は予めご連絡お願いいたします。

	振り込み先：琉球銀行　石嶺支店  支店：３２３　普通口座　No．３１６１１６

　　 名 　　　義：社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会　会長　新垣　雄久

フ　 フ リ ガ ナ：フク.オキナワケンシャキョウ


８．内　容　統括コーディネート：桑原英文　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　（一般社団法人 コミュニティ・4・チルドレン代表理事 / ＪＰCom代表）
報告１：『市町村社協災害マニュアル策定支援事業について』


　　　『台風１６・１７号における県社協の取組み』


　　　　　【報告者】新屋　司（沖縄県ボランティア市民活動支援センター）
報告２：『市町村社協 災害支援活動実践報告』


　　　　　　　
　　　【実践報告】　大宜味村社会福祉協議会　　　　東村社会福祉協議会

　　　　　　　　　　伊是名村社会福祉協議会　　　　宜野湾市社会福祉協議会
グループワーク：『台風災害から見えた社協の役割と日頃の備え』


	時　間
	内　容

	9：30
	受付開始

	10：00
	開　会（あいさつ・オリエンテーション）

	10：10

（35分）
	【報告１】報告者：新屋司

『市町村社協災害対応マニュアル策定支援事業について』

『台風１６・１７号における県社協の取組み』

	10：45

（105分）
	【報告２】『市町村社協 災害支援活動実践報告』

　■大宜味村社協　■東村社協　■伊是名村社協　■宜野湾市社協

	12：30
	昼　食（60分）

	13：30

（120分）
	【グループワーク】コーディネーター：桑原　英文　氏

　活動実践報告と自らの社協の取組みを踏まえ、災害時の社協の役割と日頃の備えについて考えると共に災害対応マニュアル作成にどうつなげていくかを学ぶ。

	15：30
	【まとめ・総括】　桑原英文　氏（30分）

	16：00
	終　了


　※内容や時間に若干の変更がある場合があります。
９．講師紹介　
桑原　英文　氏（一般社団法人 コミュニティ・4・チルドレン代表理事　/　ＪＰCom代表）
　　1964年生まれ。東京農業大学卒。NGO職員、兵庫県社会福祉協議会
　等を経て、2002年、JPCom（ Japan Philippines Community & Commun
　ication）設立。主にフィリピンで、経済的貧困層やしょうがい児の
　自立支援をめざして、コミュニティケアを進めてきた。

　　平成23年6月、コミュニティ・4・チルドレンを設立、アジアの子
　どもたちが、元気で幸せに成長することができる地域社会づくりを進
　めているフィリピンやタイ、日本のNGO/NPOの支援を開始した。

　【災害支援】
　　阪神淡路大震災では、朝日新聞厚生文化事業団の朝日ボランティア
　基地チーフコーディネーターとして6ヶ月間被災者支援に従事し、そ
　の後5年間に渡って兵庫県社会福祉協議会ボランティア・市民活動セ
　ンター主事として復興支援などを担当。その後多くの被災地で支援活動を行った。

　　東日本大震災の発生後3月19日以降、災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（事務局：中央共
　同募金会）の幹事として宮城県全域の災害ボランティアセンターの運営支援を行っている。
10．個人情報の取り扱いについて

　　　「参加申込書」に記載された個人情報は、本研修会の運営管理の目的にのみ利用させていただきます。

　　　なお、本研修会で配布する名簿において、所属先・役職・お名前、アンケートの内容を掲載いたします。
11．その他
　（1）駐車場について
　　　　　会場の沖縄県総合福祉センターは駐車スペースが限られております。公共交通機関を利用いただく
　　　　か、お乗り合わせのうえ来場ください。
　（2）昼食について

　　　　　本研修会には昼食は付いておりません。事前に準備されるか、当センター内レストラン「さまさま」

　　　　等をご利用ください。
　（3）個人情報の保護について
　　　　　「参加申込書」に記載された個人情報は、当研修会の運営管理の目的にのみに使用し、他の目的に
　　　　使用することはありません。なお、当日配布する資料に参加者名簿を掲載いたします。

　（4）参加申込書は県ボラセンホームページ（http://volunchu.net/）からもダウンロードできます。
12．問合せ先

社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会　沖縄県ボランティア・市民活動支援センター

〒903‐8603　那覇市首里石嶺町４－３７３－１　（担当：新屋、砂川）

電話：０９８－８８４－４５４８、ＦＡＸ：０９８－８８４－４５４５

E-Mail：vol＠okishakyo.or.jp　　HP「ボランチュねっと」　http://volunchu.net/

平成２４年度市町村社協災害対応マニュアル作成研修会
台風災害から見えた社協の役割と日頃の備え
参 加 申 込 書
締切：１１月１６日（金）
	社　協　名
	

	参加者氏名
（役職or担当）
	１．　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

	
	２．　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

	
	３．　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

	参加費　振込予定日
	　　　　　　　月　　　　日

	ア ン ケ ー ト

	Ｑ．今回の台風16号17号災害についてお聞きします。

	①貴社協において、取組

　んだ災害支援活動に

　ついて、簡単に記入し

　てください。

（箇条書き可）


	（記入例：避難誘導、避難所運営の協力、片付け）

	②上記活動において、課

　題だと感じたことを

　記入してください。

	

	③講師へ聞いてみたい

　事等がありましたら

　記入してください。

　（可能な範囲でお答頂きま
　　す。）
	


FAX送信後は電話などで着信をご確認ください。
平成24年度市町村社協災害対応マニュアル作成研修会


～台風災害から見えた社協の役割と日頃の備え～


開　催　要　項





＝＝＝＝沖縄県ボランティア・市民活動支援センター＝＝＝＝


【送信先ＦＡＸ：０９８－８８４－４５４５】


送信状不要
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　市町村社協における災害対応マニュアル策定を目的にモデル社協を4カ所指定し実施している本事業について、取組み内容と進捗状況等を報告する。





　本会において、災害マニュアル策定後はじめて「県社協災害救援本部」の設置をし、県社協組織として被災地域の支援を行う体制を整えた。


　また、災害本部設置後、すぐに被災市町村社協に対する被害調査アンケートや現地調査を実施し、情報把握や必要な支援等について被災地社協と検討してきた。アンケートや現地調査から見えた市町村社協の取組みとその課題や成果等について報告する。





　台風１６・１７号において、実際に台風災害に対応した4ヵ所の社協の活動実践報告をもらう。各社協の台風来襲前後の対応状況を切り口に、災害時の社協の役割と日頃の備えについて課題・問題提起する。





　活動実践報告と自らの社協の取組みを踏まえ、災害時の社協の役割と日頃の備えについて考えると共に災害対応マニュアル作成にどうつなげていくかを学ぶ。
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